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令和２年３月３日～３月１９日 

町議会定例会会議録 

 令和２年３月３日第２回上三川町議会定例会は、上三川町役場議場に招集された。 

１．応招議員は、次のとおりである。 

   第１番 田﨑 幸夫   第２番 鶴見 典明 

   第３番 篠塚 啓一   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 海老原友子   第８番 稲川  洋 

   第９番 勝山 修輔   第10番 田村  稔 

   第11番 津野田重一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 髙橋 正昭   第14番 石﨑 幸寛 

２．出席議員は、次のとおりである。 

   第１番 田﨑 幸夫   第２番 鶴見 典明 

   第３番 篠塚 啓一   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 海老原友子   第８番 稲川  洋 

   第９番 勝山 修輔   第10番 田村  稔 

   第11番 津野田重一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 髙橋 正昭   第14番 石﨑 幸寛 

３．欠席議員 

   なし 

４．職務のため本会議に出席した者は、次のとおりである。 

   議会事務局長 小島 賢一  書記（総務係長） 渡邉由紀子 

５．地方自治法第１２１条の規定により出席した者は、次のとおりである。 

   町  長      星野 光利    副 町 長      和田 裕二 

   教 育 長      氷室  清    総務課長      石﨑  薫 

   企画課長      枝  淑子    税務課長      海老原昌幸 

   住民課長      星野 和弘    地域生活課長    川島 信一 

   健康福祉課長    梅沢 正春    子ども家庭課長   田仲 進壽 

   農政課長兼農業委員会事務局長 小池 光男    商工課長      枝  博信 

   都市建設課長    鶴見 幸一    建築課長      川島 勝也 

   上下水道課長    伊藤 知明    会計管理者兼会計課長 保坂 文代 

   教育総務課長    吉澤 佳子    生涯学習課長    星野 光弘 

６．本会議の事件は、次のとおりである。 

   日程第１  会議録署名議員の指名 

   日程第２  会期の決定 
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   日程第３  議案第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 

   日程第４  議案第３号 上三川町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について 

   日程第５  議案第４号 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係

法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の

制定について 

   日程第６  議案第５号 上三川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部改正について 

   日程第７  議案第６号 上三川町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する条例の一部

改正について 

   日程第８  議案第７号 上三川町営住宅管理条例の一部改正について 

   日程第９  議案第８号 上三川町都市公園条例の一部改正について 

   日程第10  議案第９号 上三川町道路占用料徴収条例の一部改正について 

   日程第11  議案第10号 町道路線の認定について 

   日程第12  議案第11号 令和元年度上三川町一般会計補正予算（第４号） 

   日程第13  議案第12号 令和元年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

   日程第14  議案第13号 令和元年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

   日程第15  議案第14号 令和元年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

   日程第16  議案第15号 令和元年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

   日程第17  議案第16号 令和元年度上三川町水道事業会計補正予算（第２号） 

   日程第18  議案第17号 令和元年度上三川町下水道事業会計補正予算（第２号） 

   日程第19  議案第18号 令和２年度上三川町一般会計予算 

   日程第20  議案第19号 令和２年度上三川町国民健康保険事業特別会計予算 

   日程第21  議案第20号 令和２年度上三川町介護保険事業特別会計予算 

   日程第22  議案第21号 令和２年度上三川町後期高齢者医療特別会計予算 

   日程第23  議案第22号 令和２年度上三川町農業集落排水事業特別会計予算 

   日程第24  議案第23号 令和２年度上三川町水道事業会計予算 

   日程第25  議案第24号 令和２年度上三川町下水道事業会計予算 

   追加日程第１  議案第25号 町長の専決処分事項の承認を求めることについて（令和元年農地農業

用施設災害復旧に関する専決処分） 
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午前１０時００分 開議 

○議長【石﨑幸寛君】 皆さん、ご起立願います。 

（全員起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 おはようございます。 

（議員・執行部 一同礼） 

○議長【石﨑幸寛君】 ご着席ください。 

 令和２年第２回上三川町議会定例会の開催に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本定例会は、条例制定を初め、令和２年度当初予算などの重要議案が提出されます。議員各位には慎

重に審議を尽くされ、町民の負託に応えられますようご期待いたします。また、議会運営につきまして

もご協力をお願い申し上げます。さらに、新コロナウイルス感染予防のため、議員の皆様には、マスク

着用など咳エチケットを守られるようお願いいたしまして、開会の挨拶といたします。 

 ただいまから令和２年第２回上三川町議会定例会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員数は１４人です。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程に入る前に諸般の報告をいたします。 

 議会事務局長に報告させます。議会事務局長。 

○議会事務局長【小島賢一君】 それでは、諸般の報告をいたします。 

 まず、お配りしています令和２年度上三川町予算書の訂正がありましたので、お手元のとおり差しか

えをお願いいたします。 

 次に、監査関係では、例月現金出納検査結果が、令和元年１１月分から令和２年１月分までの３カ月

分、及び令和２年２月に実施されました定例監査結果報告書が提出されております。 

 組合議会関係では、令和元年第３回石橋地区消防組合議会定例会審議結果が提出されております。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 日程に入ります。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第１、会議録署名議員の指名を議題といたします。 

 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員に、３番・篠塚啓一君、４番・神藤昭彦君を指名

いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 本定例会の会期につきましては、過日、議会運営委員会で慎重に審議され、お手元に配付のとおりで

あります。 

 会期日程案について、議会運営委員長の報告を求めます。委員長。 

（１０番・議会運営委員長 田村 稔君 登壇） 
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○１０番・議会運営委員長【田村 稔君】 本日招集されました令和２年第２回町議会定例会の会期運

営につきまして議長より諮問され、２月１３日及び２６日に議会運営委員会を開き協議をしましたので、

その結果についてご報告いたします。 

 本定例会に執行部から付議された案件は、議案２３件、一般質問通告者は１０人であります。 

 会期につきましては、本日３月３日から３月１９日までの１７日間といたしました。 

 １日目の本日は、会期等の決定後、執行部からの議案を全て上程し、そのうち、議案第２号の人事案

件につきましては委員会付託を省き、本日採決をお願いいたします。 

 次に、議案第３号から議案第１０号までについては、提案理由の説明後、質疑を行い、所管の常任委

員会に付託し審査をお願いいたします。 

 議案第１１号から議案第１７号までの補正予算については、提案理由の説明後、全体質疑、討論を行

い、本日、採決をお願いいたします。 

 議案第１８号から議案第２４号までの令和２年度当初予算については、提案理由の説明後、予算特別

委員会を設置し、審査をお願いいたします。 

 ２日目及び３日目は一般質問を行います。一般質問は、くじで決定した順により、２日目５人、３日

目５人といたしました。 

 ４日目から６日目までは休会といたします。 

 ７日目及び８日目は常任委員会を開き、付託案件の審査をお願いいたします。 

 ９日目、１１日目、１４日目及び１６日目は予算特別委員会を開き、令和２年度当初予算の審査をお

願いいたします。 

 １０日目、１２日目、１３日目及び１５日目は休会としますが、１５日目は各常任委員会等の審査結

果報告書の作成日といたしましたので、委員長等は報告書の取りまとめをお願いいたします。 

 １７日目を最終日とし、各委員長により付託案件の審査結果報告後、採決を行い、全議案を議了した

いと思います。また、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査についても採決をお願いいたします。 

 なお、諸般の都合で日程に変更があった場合は、議長において取り計らいをお願いいたします。 

 以上をもちまして、議会運営委員会としての報告を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 お諮りいたします。本定例会の会期は、田村 稔議会運営委員長報告のとおり、

本日から１９日までの１７日間にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から１９日までの１７日間と決

定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第３、議案第２号「固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め

ることについて」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第２号「固定資産評価審査委員会委員の選任に
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つき同意を求めることについて」、ご説明いたします。 

 来る３月３１日をもちまして、現固定資産評価審査委員会委員の森 玄雄氏の任期が満了となります。

森氏の後任に、新たに浜野 真氏を選任いたしたく、地方税法第４２３条第３項の規定に基づき、議会

の同意を求めるものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、ご同意くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりましたが、本件については質疑・討論を省略し直ちに

採決したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 異議なしと認めます。したがって、議案第２号は、質疑・討論を省略すること

に決定いたしました。 

 これから採決いたします。 

 議案第２号「固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて」、これに同意す

ることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立多数です。したがって、議案第２号は同意することに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第４、議案第３号「上三川町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正に

ついて」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第３号「上三川町職員の服務の宣誓に関する条

例の一部改正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、本年４月１日より地方公務員法等の改正が施行され、新たに会計年度任用職員の職が設置

されますことから、当該職員の服務の宣誓について、正規職員と比較し、簡略化するため、本条例の一

部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑に入るわけですが、質疑の後、

本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託しますので、質疑の内容につ

きましては、努めて基本的な事項としてください。 

 なお、所属する委員会の内容につきましては、委員会において質疑をお願いいたします。 

 また、以降においても、委員会に付託する議案に係る質疑については、同様の取り扱いをお願いいた

します。 

 質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 



 

7 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第５、議案第４号「成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を

図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について」を

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第４号「成年被後見人等の権利の制限に係る措

置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制

定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する

法律の施行に伴い、関係する条例について一部を改正するため、本条例を制定するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第６、議案第５号「上三川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部改正について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第５号「上三川町特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、昨年１０月からの幼児教育・保育の無償化の実施に際して、国が定めました特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準に一部訂正がございましたので、当該基準に準拠し

ております本条例について、所要の改正を行うものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第７、議案第６号「上三川町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
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する条例の一部改正について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第６号「上三川町放課後児童健全育成事業の設

備及び運営に関する条例の一部改正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、国が定める放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準が改正されることにあわ

せて、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第８、議案第７号「上三川町営住宅管理条例の一部改正について」を議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第７号「上三川町営住宅管理条例の一部改正に

ついて」、ご説明いたします。 

 本案件は、民法の一部改正により法定利率が見直されることに伴い、町営住宅の明け渡し請求時にお

ける支払い利息に同利率を適用させるため、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第９、議案第８号「上三川町都市公園条例の一部改正について」を議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第８号「上三川町都市公園条例の一部改正につ
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いて」、ご説明いたします。 

 本案件は、国民の祝日に関する法律の一部を改正する法律の施行により、体育の日がスポーツの日に

改められたため、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第１０、議案第９号「上三川町道路占用料徴収条例の一部改正について」

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第９号「上三川町道路占用料徴収条例の一部改

正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、道路法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、町道の道路占用料の改定等を行うため、

本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第１１、議案第１０号「町道路線の認定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第１０号「町道路線の認定について」、ご説明

いたします。 

 本案件は、開発行為の工事完了に伴い、帰属された道路を新たな町道路線として認定したいので、道

路法第８条第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
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 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第１２、議案第１１号「令和元年度上三川町一般会計補正予算（第４

号）」から、日程第１８、議案第１７号「令和元年度上三川町下水道事業会計補正予算（第２号）」ま

での７議案を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第１１号から議案第１７号までを一括してご説

明いたします。 

 まず、議案第１１号「令和元年度上三川町一般会計補正予算（第４号）」について、主なものをご説

明いたします。 

 今回の補正予算は、当面する課題に適切に対応するため、緊急に実施する必要のあるもの、歳入歳出

予算額の確定、もしくは確定見込みのもの、繰越明許費、債務負担行為及び地方債を補正するとともに、

今後の財政運営の安定性及び健全性に配慮することとして編成したものでございます。 

 まず、歳入の主なものにつきまして、町税では、個人町民税及び法人町民税を増額補正いたします。

国庫支出金では、障害者自立支援給付費に係る負担金の増額補正を、保育所等整備に係る補助金を減額

補正いたします。県支出金では、障害者自立支援給付費及び地籍調査事業に係る負担金を増額補正いた

します。繰入金では、財政調整基金繰入金及び町債管理基金繰入金を減額補正いたします。町債では、

土木債を増額補正いたします。 

 次に、歳出の主なものにつきまして、議会費では、報酬及び旅費を減額補正いたします。総務費では、

消費税率引き上げに伴うプレミアムつき商品券事業に係る委託料等を減額補正いたします。民生費では、

私立保育園助成事業に係る補助金を減額補正いたします。衛生費では、宇都宮市へのごみ処理に係る負

担金を減額補正いたします。農林水産業費では、台風１９号により被災した農業者支援のための補助金

を増額補正いたします。商工費では、中小企業事業資金融資信用保証料補助金を減額補正いたします。

土木費では、地籍調査事業に係る委託料等及び公園通り整備事業に係る工事請負費を増額補正いたしま

す。教育費では、幼稚園就園奨励費に係る補助金を減額補正いたします。 

 さらに、繰越明許費を第２表のとおり、債務負担行為を第３表のとおり、地方債を第４表のとおり補

正いたします。 

 この結果、補正予算の総額は３億８３８万４,０００円の減額となり、補正後の一般会計予算

を１１０億７,６０５万４,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第１２号「令和元年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）」について

ご説明いたします。 
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 歳入では、保険給付費等交付金の対象事業支出見込み額減に伴う減額など、歳出では、保険給付費の

退職被保険者等に対する支出見込み額の減に伴う減額、国民健康保険事業納付金の額の確定に伴う減額

などで、この結果、補正予算の総額は４,３６８万６,０００円の減額となり、補正後の国民健康保険事

業特別会計予算を３０億５,８７２万２,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第１３号「令和元年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）」についてご説

明いたします。 

 歳入では、国庫支出金及び県支出金の交付見込みによる減額、歳出では、介護サービス費等の見込み

による減等で、この結果、補正予算の総額は３,９５０万１,０００円の減額となり、補正後の介護保険

事業特別会計の予算を２２億７,５３８万円とするものでございます。 

 次に、議案第１４号「令和元年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」についてご

説明いたします。 

 歳入では、保険料の収入見込み額増に伴う増額で、歳出では、後期高齢者広域連合納付金の保険料増

に伴う増額で、この結果、補正予算の総額は１７０万３,０００円の増額となり、補正後の後期高齢者

医療特別会計予算を２億７,１２８万４,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第１５号「令和元年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）」について

ご説明いたします。 

 歳入では、使用料、繰入金の減額、歳出では、主に公課費及び需用費の減額のため、この結果、補正

予算の総額は６８０万円の減額となり、補正後の農業集落排水事業特別会計予算を３億２,０９７

万２,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第１６号「令和元年度上三川町水道事業会計補正予算（第２号）」についてご説明いたし

ます。 

 資本的収入における補正減額２,２７０万円の内容は、事業費の確定見込みに伴い出資金及び工事負

担金を減額するものでございます。 

 また、資本的支出における補正減額２,９００万円の内容につきましても、事業費の確定見込みに伴

い工事請負費及び委託料を減額するものでございます。 

 次に、議案第１７号「令和元年度上三川町下水道事業会計補正予算（第２号）」についてご説明いた

します。 

 収益的収入における補正減額６,８４９万３,０００円の内容は、事業費の確定見込みに伴い他会計補

助金を増額し、長期前受金戻入を減額するものでございます。 

 また、収益的支出における補正減額９１３万６,０００円の内容につきましては、人件費及び減価償

却費等の確定見込みにより減額するものでございます。 

 次に、資本的収入における補正減額１億４,５４７万９,０００円の内容は、事業費の確定見込みに伴

い企業債及び他会計補助金を減額し、出資金を増額するものでございます。 

 また、資本的支出における補正減額１,７５０万円の内容につきましては、事業費の確定見込みに伴

い建設改良費及び企業債償還金を減額するものでございます。 

 以上で各補正予算の説明を終わります。 
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 なお、詳細につきましては所管課長より説明させますので、慎重審議の上、可決くださいますようお

願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 所管課長の説明を求めます。税務課長。 

○税務課長【海老原昌幸君】 議案第１１号「令和元年度上三川町一般会計補正予算（第４号）」につ

いてご説明いたします。 

 事項別明細書によりご説明いたします。補正予算書の１６、１７ページをお開き願います。 

 歳入についてご説明いたします。第１款町税、１項町民税、１目個人２,３００万円の増でございま

すが、給与所得等、特別徴収の見込み額が当初より増となったものでございます。２目法人１

億７,４００万円の増でございますが、法人町民税の申告において、法人税割が増加したことによるも

のでございます。 

 ３項軽自動車税、２目環境性能割１,２９１万円の減でございますが、環境性能割賦課対象者の減に

よるものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 続きまして、第３款第１項１目利子割交付金でございますが、歳入実績に

より３３０万円の減額補正をするものでございます。 

 第６款第１項１目地方消費税交付金につきましても、収入実績により３,０００万円の減額補正をす

るものでございます。 

 第８款第１項１目環境性能割交付金につきましては、今年度から創設されたものですが、軽減割合の

見直しによる収入実績により６００万円の減額補正をするものでございます。 

 第９款地方特例交付金、第２項１目子ども・子育て支援臨時交付金、補正額８３万３,０００円の減

額につきましては、額の確定によるものでございます。 

 １２款分担金及び負担金、第１項負担金、２目民生費負担金、２節児童福祉費負担金１３８

万４,０００円の減額補正につきましては、利用者負担額の収入減によるものでございます。 

 第１４款国庫支出金、第１項国庫負担金、１目民生費負担金３,１３７万２,０００円の増額につきま

しては、１節社会福祉費負担金で、国民健康保険保険基盤安定負担金の交付額確定により１４７

万４,０００円の減額。障害者自立支援給付費の利用者増により４,８３９万２,０００円の増額。２節

児童福祉費負担金では、児童手当の支給対象者の減に伴い１,３８８万１,０００円の減額、子育てのた

めの施設等利用給付交付金で、認可外保育施設利用者の減により１６６万５,０００円を減額するもの

でございます。 

 同じく第２項国庫補助金、１目総務費補助金、１節総務管理費補助金１,０８５万７,０００円の減額

補正でございますが、個人番号カード発行事業では、事業費の額の確定により４３４万４,０００円の

増額を、プレミアム付商品券事業では、事業費の額の確定見込みにより１,５２０万１,０００円を減額

補正するものでございます。１８、１９ページをお開き願います。同じく２目民生費補助金、２節児童

福祉費補助金９,１６５万６,０００円の減額補正につきましては、子ども・子育て支援交付金、保育所

等整備交付金、保育対策総合支援事業で、それぞれ事業費の額の確定見込みにより減額を、子ども・子



 

13 

育て支援事業費は、保育無償化に係る費用として県費に組み替えるため、減額補正するものでございま

す。３目衛生費補助金、１節保健衛生費補助金６５万７,０００円の減額補正につきましては、浄化槽

設置整備事業で、事業費の確定見込みにより３３万２,０００円を、母子衛生事業で、産婦検診の受診

実績見込みにより３２万５,０００円をそれぞれ減額するものです。４目土木費補助金８３１

万１,０００円の増額補正につきましては、１節道路橋梁費補助金で１,２１２万円の増額、２節住宅費

補助金で１８０万９,０００円の減額、３節都市計画費補助金で２００万円の減額を、それぞれ社会資

本整備総合交付金事業の交付額の確定により計上するものでございます。５目教育費補助金３７６

万３,０００円の減額補正につきましては、１節教育総務費補助金で、幼稚園就園奨励費支給額の確定

見込みにより減額するものでございます。７目農林水産業費補助金２７９万円の増額補正につきまして

は、持続的生産強化対策事業として、台風１９号により圃場に堆積した稲わらを農家の方が撤去するた

めに係る経費の全額を国が補助するものでございます。 

 第１５款県支出金、第１項県負担金、１目民生費負担金１,４５４万円の増額につきましては、１節

社会福祉費負担金で、国民健康保険保険基盤安定負担金の交付額確定により６４９万６,０００円の減

額、低所得者介護保険料軽減負担金の額の確定により１１万５,０００円の増額、障害者自立支援給付

費で、額の確定見込みにより２,４１９万５,０００円の増額を、２節児童福祉費負担金では、支給対象

者の減により児童手当３５５万３,０００円を、また認可外保育施設利用者の減により、子育てのため

の施設等利用給付交付金８３万３,０００円をそれぞれ減額するものです。また、３節災害救助費負担

金１１１万２,０００円の増額につきましては、台風１９号における避難所開設に要した経費について、

県から支弁される負担金を計上したものでございます。２目土木費負担金８１５万３,０００円の増額

補正につきましては、１節土木管理費負担金で、国の一般会計補正予算第１号による追加採択により、

地籍調査事業を増額するものでございます。 

 同じく第２項県補助金、１目総務費補助金１５０万円の減額補正につきましては、１節総務管理費補

助金で、移住支援金の該当者がなかったため、地方創生推進交付金を減額するものでございます。２目

民生費補助金１,１１６万９,０００円の増額は、２節児童福祉費補助金で、１歳児担当保育士増員事業

で２６４万６,０００円の減額、第三子以降保育料等免除事業で２６３万５,０００円の増額、子ども・

子育て支援交付金で３１１万２,０００円の減額、栃木県食物アレルギー対応給食提供事業で３７

万８,０００円の減額をそれぞれ事業費の確定見込みにより、また子ども・子育て支援事業費１,４６７

万円の増額につきましては、先ほど国庫で説明いたしました保育無償化に係る費用を事業費確定見込み

により計上するものです。３目衛生費補助金１５万円の減額補正につきましては、１節保健衛生費補助

金で、浄化槽設置整備事業費の額の確定見込みにより減額するものでございます。４目農林水産業費補

助金、１節農業費補助金９３６万６,０００円の減額補正につきましては、農地集積推進事業で４４２

万７,０００円、新規就農総合支援事業で１３７万５,０００円を、農業災害対策特別措置で９６

万９,０００円を、それぞれ事業費額の確定により減額するものでございます。農地災害復旧事業につ

きましては、災害査定により、対象事業の見直しを行ったことにより５１９万８,０００円減額するも

のでございます。下の２つは、台風１９号関連により、新たなものになります。被災農家等営農再開緊

急対策事業２９万２,０００円につきましては、保管していた主食用米等が浸水等の被害を受け出荷不
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能となった農業者を支援するもの、強い農業・担い手づくり総合支援事業２３１万１,０００円は、農

産物の生産加工に必要な施設、機械の再建、修繕等を支援するものですが、いずれも額の確定見込みに

より計上したものでございます。５目１節商工費補助金１０８万５,０００円の増額補正につきまして

は、サンフラワーまつり及び町企業間交流事業が県のわがまち未来創造事業として補助採択されたこと

により増額するものです。６目土木費補助金、１節住宅費補助金１４万円の減額補正につきましては、

民間住宅耐震診断等助成事業で、事業費額の確定により減額するものでございます。７目教育費補助

金、２節社会教育費補助金６５万９,０００円の増額補正につきましては、文化財を活用した地域づく

りが、わがまち未来創造事業として補助採択されたことにより増額するものでございます。 

 ２０、２１ページをお開き願います。同じく第３項委託金、１目総務費委託金４０万円の減額補正に

つきましては、４節統計調査費委託金で、それぞれ交付額の確定により、全国消費実態調査費で２５万

円、経済センサス費で１５万円の減額をするものでございます。 

 第１６款財産収入、第１項財産運用収入、２目１節利子及び配当金３１万１,０００円の増額補正に

つきましては、それぞれ基金の利子を見込んだものでございます。 

 第２項財産売払収入、１目不動産売払収入２７８万３,０００円の増額補正につきましては、１節土

地売払収入で、公共物売払収入として赤道の払い下げ、普通財産売払収入として産業団地内宅地の売り

払いによるものでございます。２目１節物品売払収入７９万５,０００円の増額補正につきましては、

公用車２台分の売り払いによるものでございます。 

 第１７款第１項寄附金、１目一般寄附金３,８０３万６,０００円の増額につきましては、受け入れ見

込みにより増額するものでございます。 

 第１８款繰入金、第２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金及び２目町債管理基金繰入金につきま

しては、財源が確保できたことにより、いずれも減額するものです。 

 第２０款諸収入、第４項３目雑入４９２万６,０００円の増額補正につきましては、２節雑入で、地

域内フィーダー系統確保維持費分１１１万円と派遣職員給与等経費３８１万６,０００円を増額するも

のでございます。 

 第２１款第１項町債、１目民生債６５０万円の減額補正につきましては、１節福祉債で、児童福祉施

設解体事業として、旧ふざかし保育所解体事業費の確定により減額するものでございます。３目農林水

産業債１８０万円の減額補正につきましては、県営かんがい排水事業で、事業費の確定見込みにより減

額するものでございます。４目土木債２,３００万円の増額補正につきましては、１節道路橋梁債、道

路新設改良事業で、補助の追加により事業費が確定したことにより３３０万円の増額をするものでござ

います。３節公園債では、社会資本整備総合交付金の額の確定に伴い１８０万円の減額をするものでご

ざいます。４節街路債では、公園通り整備事業につきまして、事業費増額の確定見込みによ

り２,１５０万円を増額するものでございます。 

 以上で歳入につきましての説明を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 総務課長。 

○総務課長【石﨑 薫君】 続きまして、歳出のご説明をさせていただきますが、事項別明細書の説明

に入ります前に、給与費関係について、総括した説明をさせていただきます。３４ページをお開き願い
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ます。補正予算給与費明細書によりご説明をさせていただきます。 

 特別職となりますが、表の下段、比較の欄をご覧になっていただきたいと思います。議員における報

酬の６０万円の減額につきましては、議員定数について、改選後の任期から１４人になりましたことに

伴い減額するものでございます。 

 次に、その他の特別職における職員数の４７人の減員につきましては、町長選挙が無投票になりまし

たことに伴い、投票管理者及び投票立会人で３６人を、また都市計画審議会を開催しなかったことに伴

い、当該審議会の委員１１人を減員としたものでございます。また、報酬の１０１万５,０００円の減

額につきましては、町長選挙に伴う投票管理者及び投票立会人や都市計画審議会委員等に対する報酬に

ついて、事務事業の確定に伴い減額するものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 議会事務局長。 

○議会事務局長【小島賢一君】 それでは一般会計補正予算書、２２ページ、２３ページをお開きくだ

さい。 

 第１款議会費、第１項議会費、第１目議会費、１節報酬６０万円の減額は、改選により議員定数が削

減されたことによるものでございます。９節旅費４１万７,０００円の減額は、議員視察研修等の研修

先が予定より遠方でなかったため、旅費が安価だったことにより減額するものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 総務課長。 

○総務課長【石﨑 薫君】 続きまして、第２款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費の９４５

万円の増額補正でございますが、これは１９節負担金、補助及び交付金によるもので、栃木県と本町の

職員の交流について、本年度から新たな人材による交流を行うことになりましたことから、県から本町

に派遣された県職員の給料等についての県への負担金について、補正するものでございます。続きまし

て、３目財産管理費の４１万円の減額補正でございますが、これは１３節委託料によるもので、殿山配

水場の売り払いに伴う不動産鑑定評価について、当該敷地の本年度における売り払いは行わないことに

しましたことにより、不用額となりますことから、補正するものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 地域生活課長。 

○地域生活課長【川島信一君】 続きまして、４目交通安全対策費６万円の増額は、８節報償費で、高

齢者運転免許証自主返納奨励事業の申請者増によるものです。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 続きまして、７目財政管理費、２５節積立金でございます。補正額３１万

円の増額につきましては、財政調整基金及び町債管理基金の利子の積み立てによるものでございま

す。８目企画費１,７２０万１,０００円の減額補正でございます。こちらにつきましては、プレミアム

付商品券事業費の確定により、１１節需用費で１万７,０００円、１２節役務費で６０万円、１３節委

託料で１,４５８万４,０００円の減額、及び１９節負担金、補助及び交付金で、移住支援金の該当者が
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なかったことにより２００万円を減額するものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 地域生活課長。 

○地域生活課長【川島信一君】 続きまして、９目公共交通費５２６万３,０００円の減額は、１３節

委託料で、デマンド交通運行事業の確定見込みにより５８５万円の減額と、１９節負担金、補助及び交

付金で、生活バス路線維持事業の確定により５８万７,０００円の増額によるものです。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 続きまして、１０目広報広聴費９０万円の減額補正につきましては、１１

節需用費で、広報かみのかわの印刷費の確定によるものでございます。１１目情報管理費７９０万円の

減額につきましては、１３節委託料３５０万円、１４節使用料及び賃借料４４０万円、いずれも事業費

の確定により減額するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 税務課長。 

○税務課長【海老原昌幸君】 続きまして、第２項徴税費についてご説明いたします。２目賦課徴収

費、１３節委託料２１６万３,０００円の減の内訳でございますが、固定資産基礎資料整備事業のうち、

地籍調査事業の確定並びに航空写真撮影及び家屋現況図修正事業における額の確定によるものでござい

ます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 住民課長。 

○住民課長【星野和弘君】 続きまして、第３項戸籍住民基本台帳費、２目住民情報管理費、１９節負

担金、補助及び交付金４３４万４,０００円は、マイナンバーカード発行事務団体への交付金の額の確

定による増額でございます。 

 以上でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 総務課長。 

○総務課長【石﨑 薫君】 ２４、２５ページをお開き願います。 

 続きまして、第４項選挙費、５目町長選挙費の２１３万４,０００円の減額補正でございますが、こ

れは、４月２１日に執行を予定しておりました町長選挙について、無投票になり、投票事務に係る経費

について不用額が発生することになりましたことから、減額するものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 続きまして、第５項統計調査費、１目統計調査総務費４０万円の減額につ

きましては、統計事業の事業費の確定によりまして、１節報酬で３５万円を、１１節需用費で５万円を

それぞれ減額するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 健康福祉課長。 
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○健康福祉課長【梅沢正春君】 続きまして、第３款民生費、第１項社会福祉費、１目社会福祉総務費

の１００万４,０００円の増額補正につきましては、２５節積立金で、ふるさと納税として採納された

寄附金を社会福祉基金に積み立てるものです。続きまして、２目障害者福祉費の４,８２４万円の増額

補正は、まず２０節扶助費で、障害福祉サービスや補装具に係る給付等を行うための障がい者自立支援

給付費の増として４,２８８万６,０００円、また２３節償還金、利子及び割引料では、平成３０年度分

の障がい者自立支援給付費及び障がい者医療費の国・県補助金を返還するための予算として５３５

万４,０００円を増額するものです。続きまして、５目老人福祉費の２,１１５万４,０００円の減額補

正につきましては、まず第８節報償費、それと１１節需用費のうちの食糧費、１４節使用料及び賃借料

につきましては、高齢者・障がい者スポーツ大会と敬老会の事業費の確定により、おのおの不用となっ

た額を減額するものでございます。また２８節繰出金の減額につきましては、国民健康保険事業特別会

計の保険基盤安定繰出金等や介護保険事業特別会計の介護給付費繰出金等の額の確定により、両方合わ

せまして１,９７７万円を減額するものです。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長【田仲進壽君】 続きまして、第２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、補正

額３,２５０万５,０００円の減につきまして、内訳の主なものをご説明いたします。まず１５節工事請

負費では、旧ふざかし保育所の解体工事費の確定見込みによりまして５５３万７,０００円の減額を、

また２０節扶助費では、児童手当の対象人数が当初の見込みより少数であるため３,２９０万円の減額

をし、２７ページに移りまして、２３節償還金、利子及び割引料では、平成３０年度子ども・子育て支

援交付金の額の確定により、国庫補助金並びに県補助金を返還するため、それぞれ３１９万９,０００

円の増額をするものでございます。２目母子福祉費、補正額５４１万６,０００円の減につきましては、

主なものといたしまして、２０節扶助費で、児童医療費の助成件数が当初の見込みより少数であるた

め５００万円の減額をするものでございます。 

 続きまして、３目保育所費、補正額１億２,９９０万７,０００円の減につきまして、内訳の主なもの

をご説明いたします。まず１９節負担金、補助及び交付金では、特定教育・保育施設等助成事業の補助

金額の確定見込みにより１億２,７２７万５,０００円の減額を計上いたしました。こちらには、上三川

幼児園の建て替え事業に交付する保育所等整備交付金が含まれておりまして、建て替え工事の進捗状況

に応じた額を交付することといたしまして１億１,１７５万円の減額が含まれているものでございます。

次に、２０節扶助費では、認可外保育施設利用者が負担する保育料に対します給付費であります施設等

利用給付費につきまして、利用者が当初の見込みよりも少数であったことから３３０万円の減額をし、

県の基準で第３子と認められるお子さんの副食費に対する支援費につきましても、対象者が当初の見込

みより少数であったことから１６６万９,０００円の減額をするものでございます。また２３節償還金、

利子及び割引料では、平成３０年度の国・県負担金並びに国・県補助金の額が確定いたしましたので、

返還金として２３６万７,０００円を増額するものでございます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 会議途中ですが、ここで１５分間休憩いたします。１１時１５分よりまた始め
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ます。 

午前１０時５８分 休憩 

 

午前１１時１５分 再開 

○議長【石﨑幸寛君】 休憩前に復して会議を再開いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 健康福祉課長。 

○健康福祉課長【梅沢正春君】 続きまして、第４款衛生費、第１項保健衛生費、１目保健衛生総務費

の８００万円の減額補正につきましては、２４節投資及び出資金で、水道事業への出資見込み額が当初

見込みを下回ったことによるものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【伊藤知明君】 続きまして、７目環境整備費、１９節負担金、補助及び交付金

の１４０万６,０００円の減額につきましては、合併処理浄化槽の申し込み件数の減少に伴うものでご

ざいます。 

○議長【石﨑幸寛君】 地域生活課長。 

○地域生活課長【川島信一君】 続きまして、８目環境衛生費４８万６,０００円の減額は、１９節負

担金、補助及び交付金で、芳賀地区広域行政事務組合斎場の負担金確定によるものです。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長【田仲進壽君】 続きまして、１０目母子衛生費、補正額１００万円の減につきまし

ては、１３節委託料で、妊産婦健康診査の受診者が当初の見込みより少数であることにより２００万円

の減額をする一方で、１９節負担金、補助及び交付金では、不妊治療費助成の申請件数が増加傾向にあ

ることから１００万円の増額をするものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 地域生活課長。 

○地域生活課長【川島信一君】 続きまして、第２項清掃費、２目じん芥処理費１億１,１７９

万９,０００円の減額のうち、１２節役務費２６６万７,０００円の増額は、昨年の台風による災害廃棄

物のうち、稲わら処理について、クリーンパーク茂原に支払うものです。１９節負担金、補助及び交付

金１億１,４４６万６,０００円の減額は、クリーンパーク茂原廃棄物処理の負担金確定による１

億６４３万５,０００円の減額と、小山広域保健衛生組合し尿処理の負担金確定による８０３

万１,０００円の減額によるものです。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 農政課長。 

○農政課長【小池光男君】 続きまして、第６款農林水産業費、第１項農業費、２目農業総務費をご説

明いたします。１２万円の減額につきましては、１９節負担金、補助及び交付金に計上しました栃木県
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主催のとちぎ食と農ふれあいフェアの開催見送りにより、負担金１２万円を減額するものでございます。 

 次に、３目農業振興費の３１２万円の減額についてご説明いたします。１節報酬の１２万１,０００

円の減額は、農用地除外申請の９月分の案件がなかったことから、９月分の農業振興地域促進協議会の

開催が不要となったため、年３回の協議会開催が２回となり、１回分の委員報酬を減額するものでござ

います。１９節負担金、補助及び交付金の２９９万９,０００円の減額につきましては、補助金に関し

ての干ぴょう推進対策費、農業近代化資金等利子補給、園芸産地振興対策事業、農業災害補助金につき

ましては、事業費の額の確定による減額でございます。次の２８、２９ページをお開きください。持続

的生産強化対策事業の２７９万円の増額は、昨年１０月の台風１９号の影響により圃場に堆積した稲わ

らの撤去や搬出費用を補助するものでございます。被災農家等営農再開緊急対策事業の３９万円の増額

は、台風１９号によって販売目的の保管米が浸水した農家に対し、被災農家における営農再開に向けた

土づくりに要する費用を補助するものでございます。強い農業・担い手づくり総合支援事業の２９０

万６,０００円の増額は、台風１９号により被害を受けた農産物の生産確保に必要な施設や農業機械の

修繕などの費用を補助するものでございます。交付金の農地集積協力金、農業次世代人材投資資金につ

きましては、事業費の額の確定による減額でございます。 

 次に、５目農地費の１,０２７万８,０００円の減額についてご説明いたします。１９節負担金、補助

及び交付金の４７７万８,０００円の減額につきましては、基幹水利施設ストックマネジメント事業

の４３万７,０００円の増額は、令和元年度栃木県補正予算で、県営鬼怒中央２地区を前倒しで事業実

施するため、負担金を増額するものでございます。県営かんがい排水事業の５２１万５,０００円の減

額は、県営事業費の額の確定による減額でございます。２８節繰出金の５５０万円の減額は、農業集落

排水事業特別会計において、事業費の確定による繰出金の減額でございます。 

 次に、７目農業再生対策推進費の１５６万円の減額についてご説明いたします。１９節負担金、補助

及び交付金の１５６万円の減額は、事業費の額の確定によるものでございます。 

 以上で第６款の説明を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 商工課長。 

○商工課長【枝 博信君】 続きまして、第７款第１項商工費、２目商工振興費１２５万３,０００円

の減額補正でございますが、１４節使用料及び賃借料１５万８,０００円の減額補正につきましては、

イベントでの機器借り上げが不用になったため減額、次に１９節負担金、補助及び交付金１０９

万５,０００円の減額補正でございますが、県信用保証協会への負担金は額の確定見込みにより、中小

企業事業資金融資信用保証料につきましては事業費の確定見込みにより、中小企業事業資金融資利子補

助につきましては事業費の確定により、それぞれ減額するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【鶴見幸一君】 続きまして、第８款土木費、第１項土木管理費、１目土木総務費につ

いてご説明いたします。こちらにつきましては、財源内訳の変更によるものでございます。続きまして、

第２目地籍調査費についてご説明いたします。第１１節需用費２０万円、１３節委託料１,０６０

万１,０００円、１６節原材料費３０万円、こちらにつきましては、国の交付金の補正による西汗６地
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区の地籍調査に係る経費の増額分でございます。 

 続きまして、第２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費１６７万７,０００円の減額補正についてご説

明いたします。こちらにつきましては、道路台帳補正において、事業費の額の決定により減額補正をす

るものでございます。続きまして、２目道路維持費６００万円の減額補正についてご説明いたします。

こちらにつきましては、国の交付決定による減額により補正するものでございます。続きまして、３目

道路新設改良費８４０万円の増額補正でございます。こちらにつきましては、国の交付金の追加配分と

して、新産業団地のアクセス道路の町道３－１２３号線の道路整備に係る経費としまして増額するもの

でございます。 

 続きまして、３０ページをご覧ください。４項都市計画費、１目都市計画総務費でございます。こち

らにつきましては９７１万５,０００円の減額補正でございます。１節報酬、こちらは都市計画審議会

が開催されなかったため減額するものでございます。１３節委託料９５６万６,０００円、こちらにつ

きましては、富士山地区市街地整備事業の額確定、及び願成寺地区におけます市街地整備事業の公園整

備について、用地交渉が不調になったため、調査測量設計を減額するものでございます。続きまし

て、２目公園管理費、こちらにつきましては、財源内訳の変更によるものでございます。続きまし

て、３目街路事業費でございます。こちらは４,３００万円の増額補正でございます。こちらは１５節

の工事請負費といたしまして、国の交付金の補正による町道２－２２号線公園通りの道路整備に係る経

費の増額分でございます。続きまして、４目公共下水道費、こちらは、下水道事業費の確定に伴う予算

科目の組み替えによるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 建築課長。 

○建築課長【川島勝也君】 続きまして、第５項住宅費、１目住宅管理費についてご説明いたしま

す。１９節負担金、補助及び交付金の４０９万円の減でございますけども、民間住宅耐震診断助成、ブ

ロック塀等撤去費補助及び定住促進住宅取得支援事業に対しまして、補助額の確定により減額するもの

でございます。 

 以上でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【吉澤佳子君】 続きまして、第１０款教育費についてご説明いたします。第１項教育

総務費、２目事務局費８３万８,０００円の減額につきましては、７節賃金２０２万９,０００円の減額、

これは、臨時職員を見込んでおりましたが、正規職員配置により不用となったため減額するもので

す。２４節投資及び出資金７万７,０００円の増額は、ふるさと人材育成基金への指定寄附がありまし

たので、積み立てをするものです。２５節積立金１１１万４,０００円の増額は、ふるさと納税に伴う

受け入れ金額を義務教育施設整備基金に積み立てをするものです。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長【田仲進壽君】 続きまして、４目幼稚園費、補正額１,１９９万２,０００円の減に

つきましては、１９節負担金、補助及び交付金で、幼稚園就園奨励費並びに第３子以降子育て支援費に
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つきまして、額の確定見込みによりそれぞれ減額するものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【吉澤佳子君】 続きまして、第２項小学校費、１目学校管理費、補正額４４８万円の

減額につきましては、１１節需用費の２９０万円の減。これは、光熱水費において、電気料が抑えられ

たことによる不用見込み額を減額するものです。次に、１３節委託料１５８万円の減は、設備改修工事

等において、設計業務の事務事業費が確定したことによる不用額を減額するものです。続きまして、２

目教育振興費、補正額３６８万５,０００円の減額につきましては、１１節需用費７５万８,０００円の

減。これは、小学校教育機器整備事業において、入札により消耗品が安価に購入できたことにより不用

額を減額するものです。次に、２０節扶助費２９２万７,０００円の減額は、要保護・準要保護児童援

助費において、認定者が見込みより少なかったことによる不用額を減額するものです。 

 続きまして、３項中学校費、１目学校管理費、補正額２４８万７,０００円の減額につきまして

は、１１節需用費２１５万円の減。これは小学校費と同じで、光熱水費において、電気料が抑えられた

ことによりまして不用見込み額を減額するものです。次に、１３節委託料３３万７,０００円の減は、

設備改修工事等による設計業務の事業費確定により不用額を減額するものです。続きまして、２目教育

振興費、一番下になります。補正額１６５万８,０００円の減額につきましては、２０節の扶助費で、

要保護・準要保護生徒援助費において、認定者数が見込みより少なかったことによりまして不用額を減

額するものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 地域生活課長。 

○地域生活課長【川島信一君】 続きまして、３２、３３ページをお開きください。第４項社会教育

費、１目社会教育総務費４９万円の増額は、１９節負担金、補助及び交付金で、川中子１区自治会公民

館修繕に伴う補助金です。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 生涯学習課長。 

○生涯学習課長【星野光弘君】 次に、４目文化財保護費、１９節負担金、補助及び交付金の２９

万５,０００円の増額補正は、町指定文化財井戸川のケヤキの樹勢回復の手当てを早急に実施する必要

があることから、その費用の２分の１を所有者に補助するための補正でございます。 

 次に、第５項保健体育費、１目保健体育総務費、８節報償費１２万円の減額は、フェンシング競技の

普及啓発事業として、当初、全日本代表級の有名選手を実演講師として招聘する謝礼費を計上いたしま

したが、高校フェンシング部の生徒さんの協力による事業が大変好評であったことから、有名選手の招

聘をしないこととしたための不用額を減額するものでございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【吉澤佳子君】 続きまして、４目給食センター費、補正額１５０万円の減額につきま

しては、学校給食炊飯委託料におきまして、提供日数が当初見込みより少なかったことによる不用見込

み額を減額するものです。 
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 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 農政課長。 

○農政課長【小池光男君】 続きまして、第１１款災害復旧費、第２項農林水産業施設災害復旧費の補

正につきましては、昨年１０月の台風１９号に関するものでございます。１目農地災害復旧費の８０４

万４,０００円の減額についてご説明をいたします。１３節委託料の３４万４,０００円の減額は、災害

査定設計書及び実施設計書委託料の額の確定によるものでございます。１５節工事請負費の７７０万円

の減額は、工事費の額の確定見込みによるものでございます。次に、２目農業施設災害復旧費の７６４

万２,０００円の増額についてご説明いたします。１３節委託料の５万８,０００円の減額は、災害査定

設計書及び実施設計書委託料の額の確定によるものでございます。１５節工事請負費の７７０万円の増

額は、実施設計の作成において、農業用施設の災害復旧方法を協議し、施工方法などを精査したことに

よるものでございます。 

 以上で第１０款２項の説明を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 続きまして、第１２款第１項公債費、１目元金で１,８０３万６,０００円

の減額、２目利子で３００万６,０００円の減額、これらにつきましては、地方債元金償還額及び地方

債利子償還額の額の確定によるものでございます。 

 ページを戻っていただきまして、１０ページをお開き願います。 

 第２表繰越明許費でございます。こちらの補正につきましては、追加として、表に記載のとおり、

第６款農林水産業費、第１項農業費、持続的生産強化対策事業の２７９万円から第１１款災害復旧費、

第３項土木施設災害復旧費、道路災害復旧事業の３,０３２万４,０００円までの事業につきまして、い

ずれも令和元年度内の事業完了が困難であるため、それぞれ繰越明許を行うものでございます。また、

変更につきましては、第８款土木費、第２項道路橋梁費、道路整備事業において、金額を１

億８,２０９万２,０００円から２億６,２６３万４,０００円に変更するものでございます。 

 第３表債務負担行為補正でございます。こちらにつきましては、給食設備更新事業で、機器の更新を

夏休みの期間中に進めるため、期間を令和元年度から令和２年度、限度額を３,６２６万７,０００円と

定めるものでございます。 

 第４表地方債補正でございます。こちらの補正につきましては、表に記載のとおり、１の児童福祉施

設解体事業から７の公園通り整備事業までの事業につきまして、先ほど歳入の町債で説明いたしました

とおり、補正後の限度額を定めるものでございます。 

 以上で、令和元年度上三川町一般会計補正予算（第４号）の説明を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 住民課長。 

○住民課長【星野和弘君】 続きまして、議案第１２号「令和元年度上三川町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第３号）」につきましてご説明いたします。 

 補正予算書の１０ページ、１１ページをお開き願います。 

 ２の歳入からご説明いたします。第５款県支出金、第２項県補助金、１目保険給付費等交付金、１節

普通交付金３,３５２万円は、保険給付費の減額によるものでございます。 
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 第８款財産収入、第１項財産運用収入、１目利子及び配当金、１節基金利子１万円の増額は、国民健

康保険財政調整基金の利子でございます。 

 第９款繰入金、第１項繰入金、２目一般会計繰入金、１節保険基盤安定繰入金１,０６２万６,０００

円は、額の確定による減額でございます。２節職員給与費等繰入金４６万円は、賦課システム改修事業

の額の確定による減額でございます。４節財政安定化支援事業繰入金９１万円は、額の確定による増額

でございます。 

 １２ページ、１３ページをお開き願います。 

 ３の歳出についてご説明いたします。第１款総務費、第２項徴税費、１目賦課徴収費、１３節委託

料４６万円は、賦課システム改修事業の額の確定による減額でございます。 

 第２款保険給付費、第１項療養諸費、２目退職被保険者等療養給付費、１９節負担金、補助及び交付

金３,４５０万円の減額は、退職被保険者等療養給付費の支出見込みの減によるものでございます。 

 第２項高額療養諸費、１目一般被保険者高額療養費、１９節負担金、補助及び交付金５７０万円の増

額は、一般被保険者高額療養費の支出見込みの増によるものでございます。２目退職被保険者等高額療

養費、１９節負担金、補助及び交付金４７２万円の減額は、退職被保険者高額療養費の支出見込みの減

によるものでございます。 

 第３款国民健康保険事業納付金、第１項医療給付分、１目一般被保険者医療給付分、１９節負担金、

補助及び交付金２,７０７万７,０００円は、額の確定による減額でございます。２目退職被保険者医療

給付分、１９節負担金、補助及び交付金２万５,０００円は、額の確定による減額でございます。 

 第２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分、１９節負担金、補助及び交

付金１６５万６,０００円は、額の確定による減額でございます。２目退職被保険者後期高齢者支援金

等分、１９節負担金、補助及び交付金１万１,０００円は、額の確定による減額でございます。 

 第３項介護納付金分、１目介護納付金分、１９節負担金、補助及び交付金３０１万９,０００円は、

額の確定による増額でございます。 

 １４、１５ページをお開き願います。第７款積立金、第１項基金積立金、１目国民健康保険財政調整

基金積立金、２５節積立金１,５０１万円は、基金積立金及び利子見込み額の増額でございます。 

 第８款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金、７目保険給付費等交付金償還金、２３節償還金、利

子及び割引料６１万円は、返還金の額の確定による増額でございます。 

 第１３款予備費、第１項予備費、１目予備費４２万４,０００円は、歳入歳出補正の端数調整による

増額でございます。 

 以上で、議案第１２号「令和元年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）」の説明

を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 健康福祉課長。 

○健康福祉課長【梅沢正春君】 続きまして、議案第１３号「令和元年度上三川町介護保険事業特別会

計補正予算（第３号）」についてご説明いたします。 

 補正予算書の１０ページ、１１ページをお開きください。 

 ２の歳入からご説明いたします。第２款分担金及び負担金、第１項負担金、１目認定審査会負担金
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の３万４,０００円の減額は、生活保護受給者の要介護状態等の審査判定に係る委託負担金の予算計上

が不用となったことによるものでございます。 

 第４款国庫支出金、第１項国庫負担金、１目介護給付費負担金の２７万１,０００円の減額、第２項

国庫補助金、１目調整交付金の１,４７１万９,０００円の減額、同じく第２項２目地域支援介護予防事

業交付金の５８万５,０００円の増額、３目地域支援包括的支援事業等交付金の８０万８,０００円の減

額につきましては、それぞれ事業の額の確定によるものでございます。５目事業費補助金の３５

万２,０００円の増額は、介護報酬改定等に伴うシステム改修事業の補助額の確定によるものでござい

ます。 

 第６款県支出金、第１項県負担金、１目介護給付費負担金の１,４９０万１,０００円の減額、第２項

県補助金、１目地域支援介護予防事業交付金の２９万３,０００円の増額、２目地域支援包括的支援事

業等交付金の４０万４,０００円の減額につきましては、それぞれ事業の額の確定によるものでござい

ます。 

 第８款繰入金、第１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金の９７３万７,０００円の減額、２目

地域支援介護予防事業繰入金の１１万２,０００円の増額、３目地域支援包括的支援事業等繰入金

の３６万２,０００円の減額、４目低所得者介護保険料軽減負担金繰入金の４６万円の減額につきまし

ては、それぞれの事業の町負担分の額の確定によるものでございます。５目その他一般会計繰入金の６

万７,０００円の減額は、介護報酬改定等に伴うシステム改修事業の町負担分の額の確定によるもので

ございます。 

 続きまして、３の歳出についてご説明いたします。次の１２、１３ページをお開きください。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費の２８万５,０００円の増額補正は、１３節委託

料で、介護保険に係るシステム改修事業の額の確定によるものでございます。第２項徴収費、１目賦課

徴収費と３項介護認定審査会費、２目認定調査等費の補正は、ともに財源の変更によるものでございま

す。 

 第２款保険給付費、第１項介護サービス等諸費、３目地域密着型介護サービス給付費の４,０００万

円、５目施設介護サービス給付費の３,５００万円、８目の居宅介護住宅改修費の３００万円の各減額

補正につきましては、これまでの支払い実績に基づき、所定の補正を行うものでございます。 

 第３款地域支援事業費、第１項介護予防・日常生活支援総合事業費、１目介護予防・生活支援サービ

ス事業の１８７万５,０００円の減額は、介護予防教室開催に係る事業費、委託料でございますが、そ

ちらが確定したことによるものでございます。２目一般介護予防事業の補正は、地域支援事業交付金を

充当することによる財源の変更でございます。 

 第２項包括的支援事業等費、１目包括的支援事業等費の１８７万９,０００円の減額補正につきまし

ては、１３節委託料、家族介護者交流事業の利用者が、また２０節扶助費につきましても、高齢者介護

用品給付の利用者が当初見込みを下回ったため、おのおの減額するものでございます。 

 第６款予備費の増につきましては、歳出全体の補正の減額分を調整するものでございます。 

 以上で、介護保険事業特別会計補正予算第３号の説明を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 住民課長。 
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○住民課長【星野和弘君】 続きまして、議案第１４号「令和元年度上三川町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第３号）」につきましてご説明いたします。 

 補正予算書の１０ページ、１１ページをお開き願います。 

 ２の歳入からご説明いたします。第１款保険料、第１項保険料、１目保険料、１節現年度分特別徴収

保険料１５０万円の増額は、特別徴収保険料収入見込みの増によるものでございます。３目滞納繰越分

普通徴収保険料２０万３,０００円の増額は、滞納繰越分普通徴収保険料の収入見込みの増によるもの

でございます。 

 １２、１３ページをお開き願います。 

 ３の歳出についてご説明いたします。第２款後期高齢者広域連合納付金、第１項後期高齢者広域連合

納付金、１目後期高齢者広域連合納付金、１９節負担金、補助及び交付金１７０万３,０００円の増額

は、納付金の増によるものでございます。 

 以上で、議案第１４号「令和元年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」の説明を

終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【伊藤知明君】 それでは、続きまして、議案第１５号「令和元年度上三川町農業集落

排水事業特別会計補正予算（第２号）」についてご説明いたします。 

 補正予算書の１０、１１ページをお開きください。 

 まずは２の歳入でございます。第２款使用料及び手数料、第１項使用料、１目農業集落排水使用料

の１３０万円の減額は、使用料の確定見込みによるものでございます。 

 次に、第３款繰入金、第１項１目一般会計繰入金の５５０万円の減額は、事業費の確定見込みに伴う

ものでございます。 

 次に、１２、１３ページをお開きください。 

 ３の歳出でございます。第１款農業集落排水事業費、第１項総務費、１目一般管理費の３００万円の

減は、消費税納付額の確定見込みにより、２７節公課費を減額するものでございます。 

 次に、第２項１目施設管理費の３８０万円の減額のうち、１１節需用費２８０万円は、電気料金の確

定見込みによるものです。１３節委託料１００万円につきましては、施設管理費の確定見込みによるも

のでございます。 

 以上で、議案第１５号「令和元年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）」につい

て、説明を終わります。 

 続きまして、議案第１６号「令和元年度上三川町水道事業会計補正予算（第２号）」についてご説明

いたします。 

 補正予算書の１０、１１ページをお開き願います。補正予算参考資料によりご説明いたします。 

 まず、上段の資本的収入ですが、第１款水道事業収入、第２項第１目出資金の８００万円の減は、事

業費の確定見込みに伴う一般会計からの出資金の減額でございます。 

 次に、第３項負担金、２目負担区分以外の負担金の１,４７０万円の減は、主に水道布設替工事に伴

う下水道事業会計からの負担金の減額でございます。 
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 次に、下段の資本的支出についてご説明いたします。第１款水道事業支出、第１項１目水道事業施設

整備費の２,９００万円の減は、事業費の確定見込みにより、第４節工事請負費の２,６００万円と５節

委託料の３００万円を減額するものでございます。 

 以上で、議案第１６号「令和元年度上三川町水道事業会計補正予算（第２号）」の説明を終わります。 

 続きまして、議案第１７号「令和元年度上三川町下水道事業会計補正予算（第２号）」についてご説

明いたします。 

 補正予算書の１２、１３ページをお開き願います。補正予算参考資料によりご説明いたします。 

 まず、収益的収入及び支出でございます。 

 上段の収入ですが、第１款下水道事業収益、第２項営業外収益、２目他会計補助金１億３,１４７

万９,０００円の増は、一般会計補助金の調整により、４条予算であります資本的収入から振り替えを

行うため、増額するものでございます。次に、３目長期前受金戻入は、減価償却に伴って収益化する実

際の現金収入を伴わない収益であり、算出方法の見直しにより１億９,９９７万２,０００円を減額する

ものでございます。 

 次に、下段の支出でございますが、第１款下水道事業費用、第１項営業費用、４目公共下水道事業総

係費の１,０７６万３,０００円の減は、会計間の異動による人件費等の減額によるものでございま

す。６目減価償却費６２５万２,０００円の減額は、額の確定に伴うものでございます。７目資産減耗

費１,１３９万８,０００円の増は、富士山地区のマンホールポンプ２基を撤去することに伴い、１節の

固定資産除却費を増額するものでございます。 

 次に、第２項営業外費用、１目支払利息及び企業債取扱諸費２１０万円の減額は、企業債利息の確定

によるものでございます。 

 第３項特別損失、１目過年度損益修正損６０万円の減額と、２目その他特別損失８１万９,０００円

の減額は、会計間の異動による人件費等の減額に伴うものでございます。 

 続きまして、１４、１５ページをお開き願います。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 まず、上段の収入でございますが、第１款下水道事業収入、第１項１目企業債の１,４００万円の減

は、事業費の確定見込みに伴い、各事業の企業債の減額を行うものでございます。 

 第２項１目出資金１１０万３,０００円の増は、事業費の確定見込みに伴い増額するものでございま

す。 

 第３項１目他会計補助金１億３,２５８万２,０００円の減は、一般会計補助金の調整により、３条予

算であります収益的収入へ振り替えを行うため、減額するものでございます。 

 次に、下段の支出でございます。第１款下水道事業支出、第１項建設改良費、２目特定環境保全公共

下水道事業費の１,４７０万円の減は、事業費の確定見込みにより、３節補償金の減額をするものでご

ざいます。 

 第２項１目企業債償還金２８０万円の減は、企業債元金償還金額の確定に伴い、減額するものでござ

います。 

 続きまして、戻りまして、２ページをお開き願いたいと思います。 
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 補正予算書第４条、起債の限度額を、事業費の確定見込みに伴い表のとおり変更するものでございま

す。 

 また、第５条は、一時借入金の限度額を１億円から２億円に変更するものでございます。 

 以上で、議案第１７号「令和元年度上三川町下水道事業会計補正予算（第２号）」の説明を終わりま

す。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 会議途中ですが、昼食のため休憩いたします。午後１時から再開いたします。 

午前１１時５７分 休憩 

 

午後１時００分 再開 

○議長【石﨑幸寛君】 休憩前に復しまして、会議を開きます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませ

んか。１１番、津野田重一君。 

○１１番【津野田重一君】 一般会計、２３ページの企画費のうちの移住支援金と関連がありますの

で、３１ページの土木費の住宅管理費の定住促進住宅取得支援事業の２つについて、ちょっとお聞きし

ます。町では人口減少に鑑み、移住定住促進政策をいろいろ打っとりますが、その中で、この移住支援

金はゼロだから２００万円の減額という説明がありましたが、これは町のホームページなんかでも載せ

てますよね、移住促進のやつで。そういう中で、問い合わせは、じゃ、町のほうにあったのか。 

 もう１つ、こっちの定住促進住宅取得支援事業、これは去年確か条例で決まった区画整理地内のやつ

ですよね。これは何件あったのかお聞きします。 

○議長【石﨑幸寛君】 執行部の答弁を求めます。企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 それでは、２３ページの移住支援金についてご説明いたします。こちらの

事業につきましては、栃木県と共同して実施する移住支援事業でございます。県が行うマッチング支援

事業と連携をして、東京圏から移住してきた就業または起業しようとする者に対して、県と居住地の市

町村が共同して給付するものでございますが、今回、今年度ですね、上三川町においては、この支援事

業に合致する該当者がいなかったということによって減額するものでございます。当初予算では２名分

を見込んでいたところでございますが、この支援事業に、補助事業に合致する該当者がいなかったとい

うことになります。 

 先ほどの問い合わせがあったかということに関しましては、問い合わせに関しては数件ございました。

また、東京圏のほうで行う支援事業関係のイベント等にも参加いたしまして、町のＰＲ等に参加してご

ざいます。そちらのイベント等におきましても、移住定住に関しての質問は数件、問い合わせは受けて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 建築課長。 

○建築課長【川島勝也君】 ３１ページのですね、定住促進住宅取得支援事業についてでございますけ
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ども、この事業につきましては、建物を、新築の場合ですと、しらさぎ地区と天神町地区につきまして

は新築の補助と、あと、中古住宅につきましては町内全域を対象にしているものでございます。申請の

件数でございますけども、まず、新築につきましては４件ございました。中古住宅につきましては１０

件の申請がございまして、合計で１４件の申請があったところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 １２番、稲見敏夫君。 

○１２番【稲見敏夫君】 ２２ページなんですけども、総務管理費の９目公共交通費５８５万円の減額

ということなんですが、多分これは利用者数だと思うんですが、この１年間のですね、デマンド交通の

利用者数を、これ、お願いしたいと思います。 

 あと１点ですね、次の２４ページですね。老人福祉費の敬老会記念品等、また高齢者・障がい者スポ

ーツ大会の記念品等ってことで、合わせて１００万円の減額なんですが、当然敬老会につきましてはで

すね、７５歳以上、全部呼んでるんですが、出席者数はそのうちの何％か。またですね、高齢者・障が

い者スポーツ大会においてはですね、これはどのぐらい努力してこの呼ぶ方法を考えたのかですね、こ

の２点についてお尋ねします。 

○議長【石﨑幸寛君】 執行部の答弁を求めます。地域生活課長。 

○地域生活課長【川島信一君】 デマンド交通の利用者数でございますが、当該年度は集計中でござい

ますけども、平成３１年度においては、実利用者数７４６人でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 健康福祉課長。 

○健康福祉課長【梅沢正春君】 ただいまのご質問にお答えいたします。 

 まず、敬老会出席者数ですが、今年度３７５名の方、出席いただきました。対象者が３,４５３名で

すので、人数的には１割程度の出席者ということになっております。ただ、敬老会に参加した方に配付

します一般記念品、こちらにつきましては約２,４００人の方、約７割程度の方には配付できておりま

す。 

 また、高齢者・障がい者スポーツ大会、こちらにつきましては、そもそも準備の段階から、この会議

等開きましたときには、シニアクラブの方ですとか、あるいは高齢者団体、障がい者団体の方にも会議

のほうには出席いただいておりまして、その方々の意見を聞きながら、また周知のほうにつきましても、

それらの方あるいは自治会を通しまして周知を図っているところでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 １２番、稲見敏夫君。 

○１２番【稲見敏夫君】 今、１年間のですね、７４６人ということなんですけども、この減額です

ね、５８５万円、この減額の内訳をお願いしたいんですが。 

 それとですね、もう１点は要望なんですが、敬老会、高齢者スポーツ大会、できるだけですね、多く

の高齢者に来ていただくような施策を、これ、ぜひお願いしたいと思います。 

○議長【石﨑幸寛君】 地域生活課長。 

○地域生活課長【川島信一君】 すいません、先ほど利用者人数は実人数のほうを申しておりまして、

延べ人数は１万４,９５６人、これは平成３０年度でございます。 
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 先ほどの、それと減額ですけども、契約について、２,６４８万円で契約しておりまして、このうち

収入見込み、１人当たりで利用に基づいて利用料をいただく形になってますので、その分を見込んで、

その分を差し引くと、その分が大体４６６万２,０００円を見込んでおりまして、その差額ということ

で今回５８５万円を減額するものです。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 同じ質問なんですが、なぜ敬老会にしても老人の、障がい者の運動会にしても

参加者がいないかということは、１つは何が原因だと課長は考えておりますか。 

 またもう１つ、敬老会を連れて行く人も敬老会なんですね。その人たちのことをするのも老人会なん

ですね。そうすると、どっちが先か、どっちが同じかという人が、車を運転して連れていくんだという

ことを盛んに言うんですね。すると、免許証をもう返す年の人が、それを返した人を連れていってると

いうことなんです。そんなことで行政は成り立つんでしょうか。その、なぜするのかという根本が、課

長にはわかっていないんじゃないかと思うんですよね。何で老人と障がい者を集めて運動させるかって、

何でさせるんだというところ、ちょっとはっきり答えていただけますか。 

○議長【石﨑幸寛君】 健康福祉課長。 

○健康福祉課長【梅沢正春君】 まず、高齢者あるいは障がい者のスポーツ大会、そして敬老会、参加

の目的としましては、やはり地域でなかなか社会に出る機会が少なくなりがちな方々をできるだけ外に

出して、体を動かしていただく、気持ちも、精神的なものでも、何ですかね、明るい感じに変えていた

だきたいと、そういうところで町としては実施しているところでございます。 

 また開催方法、どのような形でやれば参加者の数が増えるかということ、こちらにつきましては、私

どもとしましても非常に悩んでいるところではあります。この開催方法等につきましては、今後改めて

地域の皆さんとお話をしながら、あるいは関係団体の方とお話をしながら、開催方法について見直しの

ほうはしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 ９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 先日も私、お話ししたんですが、老人ですから、言われたことを忘れちゃうん

ですね。私ももう高齢者になったもんですから、言われたことを時たま忘れます。それを、いついつま

でにその申し込みをしないと、申し込みは受け付けないんだよというようなことを言うそうです。あな

た方は元気ですから覚えてるでしょうが、言われた老人会の会長も老人です。その老人が忘れたら、も

うこの日に申し込まなければだめですよというので、老人会でもめるそうですよ。おまえがしっかりし

ねえからこうなったんだと。それじゃ、あなた方が机の上にいて、座っていて、どこどこの自治会が来

ないんだけど、どうしたんだろうと、なぜ行かないんですか。行って、忘れてませんか、出場はだめな

んですかというのも行政のサービスだと私は思うんですね。それを、来ないから、はい、今日で打ち切

りですと。じゃ、敬老会の人も、あそこまで行くの大変なんだと。私のところに、敬老会を自治会の公

民館でやらせてもらえないかと。どうしてですかと言ったら、あそこまで送っていく人間がもういない

んだよと。だから、公民館なら車で押して来ても来られるんで、公民館で老人会やりたいんだ。だから、
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そのときの予算をもらってきてくれないかというので、一度予算をくれないかと申しました。これは町

全体でやるもんだから、個人別にはできないんだと、そういうことを言われました。でも、もう歩けな

いんですよ。それを、ここへ連れてきなさいというほうが間違ってるんじゃないでしょうか。 

 ある自治会では、バスを出すそうです、ぐるっと。小旅行だって喜んで来るそうですよ。缶ビールの

こんな小さいのを飲むと、失礼な話ですが、ちょっと面倒なことも、問題になるそうですよ。それでも、

楽しくて行きたいという自治体もあるんですよ。うちは、たった１割のために敬老会をするなら、しな

いほうがいいんじゃないですか。それは町長が一番いけないんじゃないかと私は思うんですよ、老人を

老人が面倒見てるんですから。違いますか。老人を面倒見るのは、あなた方なんですよ、そうでしょう、

今までたくさん働いて町に納税してきたんですから。そうじゃないですか。そこの根本が間違ってるか

ら、人が来ないんです、集まらないんです。歩けないんです。よく反省してみてください。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 答弁いいですね。他にございますか。６番、志鳥勝則君。 

○６番【志鳥勝則君】 補正予算書の２８、２９ページ、第８款土木費、第２項道路橋梁費、２目道路

維持費の中で、先ほどの説明では、国の交付決定によるということで６００万円が減額になってます。

予算の内訳書、財源の内訳書を見ますと、国庫支出金ということで３００万円が減額ということなんで

すけどもが、全体の６００万円の減額と３００万円には何か関連性が、予算構成の中で、補助が、町の

金が３００万円、国が３００万円だから６００万円で事業するんですよとか、そういった何か関連性が

あるんでしょうか、お伺いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【鶴見幸一君】 ただいまのご質問に対しましてお答え申し上げます。 

 まずですね、道路維持費につきましては、こちらのほうの６００万円の減額でございますが、もとも

と舗装修繕費のほうを交付金事業で見込んで要望していたんですが、こちらのほうが内示がなかったと

いうことで３００万円と３００万円、合わせて６００万円が減額になっております。補助ですね、国庫

支出金としまして３００万円、それと一般財源の３００万円ということで、合わせて６００万円が減額

になっております。また、その財源内訳の中で、その他の経費８１０万円が追加されまして、一般財源

のほうが減額になっているんですが、こちらのほうにつきましては、起債を充当している関係でこのよ

うな記載になってございます。 

 以上でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 他にございますか。１０番、田村 稔君。 

○１０番【田村 稔君】 ２４、２５ページ、第３款民生費のですね、２０節の扶助費３,２９０万円、

児童手当、当初より少なかったということですが、何人少なくなって、また、児童手当ですから、当然、

町外に行ってしまったか何かの理由だと思うんですが、この３,２９０万円の減ですね。 

 あと２点あるんですけど、２８、２９、商工振興費、１９節の補助金の中小企業事業資金融資信用保

証料、条例で町が負担しますということで５０万円の減ですが、何件申し込みがあって、実際に５０万

円見込みよりも少なかったということだと思うんですが、その内訳を。 

 最後のもう１点、３０、３１、教育費、教育振興費の２０節２９２万７,０００円、要保護・準要保
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護児童援助費ですね、２９２万７,０００円の減ということで、認定者が少なかったということですが、

現況で何人いて、何人見込みより少なかったのか。 

 以上３点、お願いします。 

○議長【石﨑幸寛君】 子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長【田仲進壽君】 まず１点目のですね、２５ページになります。児童手当の減

額３,２９０万円についてご説明いたします。当初予算では、対象児童の数を４,３９０人で見込んでお

りました。これは、例年の実績から概数として出した数字でございます。それに対して、今年度の決算

見込みの人数でございますが、約４,１２５人分ということで、２６５人の人数の減を見込んだところ

でございます。これはあくまでも実績ベースで積算したということでございますので、転出したとか、

そういった要因とはまた別な考え方でございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 商工課長。 

○商工課長【枝 博信君】 それでは、２点目についてお答えさせていただきます。信用保証料の補助

金でございますが、当初は１５件見てございました。これが現在９件ということで、５０万円の今回補

正をお願いするものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【吉澤佳子君】 ３０、３１ページの２０節扶助費２９２万７,０００円の減というこ

とで、こちらにつきましては、当初予算の見込み時は１３４人を見込んでおりましたが、実数では、見

込み数で９０人ということで、４４人の減ということになりました。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 ７番、海老原友子君。 

○７番【海老原友子君】 ２７ページのですね、衛生費の１９節の負担金、補助及び交付金で、不妊治

療助成が増額になったということで、どのくらい増額になったのかとか、それから、この不妊治療を追

っかけていって、うまく妊娠ができたのかとか、そういうデータとしては、町としてはとっているのか。 

 それから、不妊において、今まではどうしても女性というイメージが強かったものが、男性も上三川

としては補助するという話も出てますので、夫婦で助成するという形になると思うんですけれども、男

性の治療の対象者というのは増えてるんでしょうか。その辺を伺います。 

○議長【石﨑幸寛君】 子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長【田仲進壽君】 ２７ページの不妊治療費助成の交付金の１００万円の増について、

ご説明いたします。当初予算では５０件の１０万円、１件当たり１０万円の５０件として５００万円を

計上させていただいておったところでございますが、見込みとして、年度末までにさらに１０件程度申

請がふえるだろうというような見込みを立てて、１０万円の１０件分で１００万円の増額を計上したと

ころでございます。 

 先ほどご質問の中に、不妊治療したことによって妊娠あるいは出産につながったのかどうか、データ

のほうを持っているかということでございますが、現時点でそのような解析のものはいたしておりませ
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ん。さらに、男性についての治療の件数についても、現在ちょっと数字は把握しておりません。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 ７番、海老原友子君。 

○７番【海老原友子君】 子育て支援とかそういういろんな面からも、やっぱりそういうデータという

のはとても大切だと思うので、もし可能であるんでしたらば、今後そういうデータを持っていただいて、

やはり町としても不妊治療、そういう助成をして新しい命が誕生しましたというような嬉しい知らせも

聞きたいと思いますので、今後はそのようなデータはとっていただけたらありがたいなと思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長【石﨑幸寛君】 他にございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから順次、採決いたします。 

 まず、議案第１１号「令和元年度上三川町一般会計補正予算（第４号）」について、原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立多数です。したがって、議案第１１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１２号「令和元年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）」について、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１２号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１３号「令和元年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）」について、原

案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１３号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１４号「令和元年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」について、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１４号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１５号「令和元年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）」について、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１６号「令和元年度上三川町水道事業会計補正予算（第２号）」について、原案のとお
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り決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１６号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１７号「令和元年度上三川町下水道事業会計補正予算（第２号）」について、原案のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第１９、議案第１８号「令和２年度上三川町一般会計予算」から、日程

第２０、議案第２４号「令和２年度上三川町下水道事業会計予算」までの７議案を一括議題といたしま

す。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 令和２年第２回上三川町議会定例会に当たりまして、町政運営に対する所信の

一端を申し述べますとともに、令和２年度予算案についてご説明いたします。 

 国内の経済状況は、非製造業におけるＩＣＴ投資など、新しい時代に対応した前向きな設備投資が進

み、賃金は６年連続で今世紀最高水準の賃上げが実現するなど、ＧＤＰは名目、実質ともに過去最大規

模に達しており、我が国の景気は内需を中心に緩やかな回復基調にあります。また、地方における経済

は、雇用・所得環境が改善し、２０００年代半ばと比べて景況感の地域間のばらつきも小さくなってい

るなど、厳しいながらも好循環の前向きな動きが生まれ始めております。経済の先行きについては、緩

やかな回復が続くことが期待されるものの、消費税率引き上げ後の国内の経済動向や通商問題をめぐる

動向、中国経済の先行き、イギリスのＥＵ離脱、新型コロナウイルスの感染拡大など、さまざまな海外

発の下方リスクが存在しております。 

 我が国の財政状況を見ますと、国・地方の債務残高がＧＤＰの２倍程度に膨らみ、なおもさらなる累

増が見込まれ、また、国債費が毎年度の一般会計歳出総額の２割以上を占めるなど、引き続き厳しい状

況にあります。 

 このような中、政府は、経済再生なくして財政健全化なしの基本方針のもと、デフレ脱却、経済再生

と財政健全化に一体的に取り組み、名目ＧＤＰ６００兆円経済の実現と、２０２５年度の国・地方を合

わせた基礎的財政収支の黒字化という財政健全化目標の達成を目指すこととしております。 

 また、地方における人口減少や東京圏へ人口の過度の集中という重要課題に対しては、昨年１２月策

定の「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、地方に新しい人の流れをつくり、ＳＤＧｓ

の理念に沿った地域活性化を図るためには、ＡＩ、ＩｏＴなどのｓｏｃｉｅｔｙ５.０の実現に向けた

技術などを活用した各地域の主体的な取り組みを求めており、こうした進取の気性に満ちた先駆的な地

方自治体を情報、人材、財政の面から支援するとしております。 

 本町では、これまで、平成２７年度策定の「上三川町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、

人口減少の歯どめと活力維持に取り組んでまいりましたが、若年層の東京圏への転出超過を初めとする
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人口減少、少子高齢化という課題に対し、今月中に策定予定の「上三川町第２期まち・ひと・しごと創

生総合戦略」の推進により、切れ目のない取り組みを行ってまいります。 

 町政運営に当たりましては、多様化、高度化する町民ニーズを的確に捉えながら、「第７次総合計画

基本計画」に盛り込まれた施策を積極的に推進することにより、住民福祉の増進に努めるとともに、町

の将来像である「共に創る 時代に輝く 安心・活力のまち 上三川」の実現に向け、全力を傾注して

まいります。ここに、町議会議員の皆様及び町民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 次に、令和２年度予算編成に当たっての基本的な事項について申し上げます。 

 国の令和２年度予算は、「経済財政運営と改革の基本方針２０１９」に基づき、経済・財政一体改革

を着実に推進するとともに、２０２５年度の財政健全化目標の達成を目指し、歳出改革を着実に推進す

るとの基本的考え方に立ち、その取り組みを的確に予算に反映するとしています。また、我が国財政の

厳しい状況を踏まえ、引き続き、歳出全般にわたり、聖域なき徹底した見直しを推進するとし、地方に

も国の取り組みと基調を合わせた取り組みを求めております。 

 本町におきましては、町民税の税収が景気動向により大きく変動することから、基金及び町債の活用

により年度間の調整を行っておりますが、中長期にわたり財政運営の健全性、安定性を維持していくた

めには、歳出改革により収支の均衡を図っていくとともに、景気変動にも耐えることができる財政構造

の確立に努める必要があります。 

 依然として厳しい運営を強いられる財政状況の中で、本町の令和２年度予算案は、計画最終年度とな

る第７次総合計画前期基本計画に掲げる施策及び次期まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げるべき具

体的な施策の推進を図るとともに、将来にわたり持続可能な財政運営を目指すことを基本的な考え方と

し、町民ニーズ、費用対効果等を十分に勘案した上で、事務事業の選択と集中を図りながら、重点的な

予算配分に努めて編成したものであります。 

 この結果、令和２年度一般会計予算案の総額は１１６億８００万円となり、前年度と比較して４

億８００万円、３.６％の増となりました。 

 まず歳入について申し上げますと、自主財源の根幹をなす町税は、町民税等の減収見込みにより、予

算計上額は５７億６３８万２,０００円となり、前年度と比較して６,３２５万円、１.１％の減となり

ました。地方交付税のうち普通交付税については、交付団体となる見込みから１億２,０００万円を計

上いたしました。 

 また、国・県補助金の積極的導入と臨時財政対策債など有利な地方債の活用、建設地方債による財政

負担の平準化を図った上、財政調整基金、町債管理基金、社会福祉基金及び町営住宅施設整備基金を活

用することといたしました。 

 歳入を財源別に申し上げますと、自主財源は６９億２,０４５万円、構成比５９.６％、前年度比１

億５５８万円、１.５％の減、依存財源は４６億８,７５５万円、構成比４０.４％、前年度比５

億１,３５８万円、１２.３％の増となりました。 

 次に、歳出につきまして、性質別で申し上げますと、消費的経費は７６億９,９０５万７,０００円、

前年度比５,９２４万１,０００円、０.８％の減となりました。また、投資的経費は１７億７,４７１

万４,０００円、前年度比４億８,５４８万２,０００円、３７.７％の増となりました。その他の経費
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は２１億３,４２２万９,０００円、前年度比１,８２４万１,０００円、０.８％の減となりました。 

 次に、各特別会計予算案について申し上げます。 

 国民健康保険事業は２９億２,０００万円で、前年度比１億円、３.３％の減。介護保険事業は２２

億６,８００万円で、前年度比２,１００万円、０.９％の増。後期高齢者医療は２億８,０００万円で、

前年度比９００万円、３.３％の増。農業集落排水事業は３億２,９００万円で、前年度比６００万

円、１.９％の増となりました。 

 以上、一般会計と特別会計を合計した予算案総額は１７４億５００万円となり、前年度予算と比較し

て３億４,４００万円、２.０％の増となりました。 

 最後に、公営企業会計予算案について申し上げます。 

 水道事業会計の収益的収支は、収入５億８,７３９万１,０００円で、前年度比１,９３３万２,０００

円、３.２％の減、支出５億８,０５４万５,０００円で、前年度比９４７万７,０００円、１.６％の減、

資本的収支は、収入２,２１０万４,０００円で、前年度比６,７３９万９,０００円、７５.３％の減、

支出６億３,３２９万２,０００円で、前年度比３億２,２２６万２,０００円、１０３.６％の増、下水

道事業会計の収益的収支は、収入８億９０５万７,０００円で、前年度比８,１４２万円、９.１％の減、

支出８億５４６万８,０００円で、前年度比２,０８４万円、２.５％の減、資本的収支は、収入４

億８,０４５万３,０００円で、前年度比２億６,９５６万６,０００円、３５.９％の減、支出７

億２,３５７万円で、前年度比１億６,３７４万４,０００円、１８.５％の減であります。 

 次に、令和２年度当初予算案に基づき、一般会計における主な施策について申し上げます。 

 第２款総務費では、令和３年度からの５年間に取り組むべき主要施策等を示す第７次総合計画後期基

本計画を策定いたします。また、地域公共交通としてのデマンド交通の運行、下野市、壬生町との連携

によるバス路線ゆうがおバスの実証運行を継続してまいります。 

 第３款民生費では、自立支援医療費の支給、重度の障がい者に対する医療費助成、地域生活支援、自

立支援のための給付など、障がい者支援の充実を図ってまいります。また、新生児の誕生祝いとしてベ

ビーギフトの贈呈、第３子以降の出産に対する祝い金の支給、指定管理による放課後児童クラブの運営、

医療費の助成、私立保育園の運営及び施設整備に対する助成など、子育て支援の充実を図ってまいりま

す。 

 第４款の衛生費では、がん・結核検診及び特定健診受診率の向上に取り組むほか、健康マイレージ事

業、スマートフォンアプリを活用した取り組みなど、町民の健康づくり活動へのきっかけづくりの推進、

医療用ウイッグ等購入に対する助成制度の創設など、保健サービスの充実を図ってまいります。また、

子育て支援では、子育て世代包括支援センター「しらピヨ」での相談事業と、妊娠期から出産、子育て

期における切れ目ない支援を継続してまいります。 

 第６款の農林水産業費では、土地利用型経営体育成、農地集積推進、農業次世代人材投資事業、産地

パワーアップ事業などに取り組み、農業の振興を図ってまいります。また、間もなくオープン１周年を

迎える上三川いきいきプラザ農産物直売所を拠点に、本町のすぐれた農産物、かみのかわブランド認定

品を広くＰＲしていくほか、販路拡大に向け、町外での知名度向上にも引き続き取り組んでまいります。 

 第７款の商工費では、プレミアム商品券発行に対する補助や、かみのかわブランド認定事業による商
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業の振興、上三川インター南産業団地の整備、大規模な施設再整備に対する奨励措置による工業の振興、

夕顔サマーフェスティバル、かみのかわ町おこし夏祭りの開催に対する補助、かみのかわ景観スポット

の整備等による観光の振興に取り組んでまいります。 

 第８款の土木費では、幹線道路、生活道路の計画的な整備、道路、橋梁の適正な維持管理に努め、町

内道路網及び快適な道路環境の整備を推進してまいります。また、市街地における公園整備を推進し、

居住環境の向上を図るとともに、住宅取得補助により定住者の増加を図ってまいります。さらには、普

通河川の護岸整備などにより、災害の未然防止を図ってまいります。 

 第９款の消防費では、消防団員詰所の新築や消防ポンプ自動車２台を更新することにより、消防体制

を強化するほか、自治会単位での自主防災組織設立への支援を継続し、防災体制の充実を図ってまいり

ます。 

 第１０款の教育費では、小中学校へのタブレット型情報端末などＩＣＴ機器の整備、小学校へのプロ

グラミング教育用の教材を追加整備するほか、安全安心な学校施設を維持していくための長寿命化計画

の策定など、学校教育環境の改善、充実に努めてまいります。また、２０２２年の国民体育大会「いち

ご一会とちぎ国体」に向けた準備として、体育センターの耐震・大規模改修のほか、フェンシングの普

及啓発など、開催に向けての機運醸成を図ってまいります。 

 これらの施策の実施に当たりましては、各種計画の策定、事業の評価への町民、民間の参画の促進と

町からの広報活動及び広聴活動の充実に加え、積極的な情報発信による町民の皆様との情報共有化によ

り、さらなる「協働と自立のまちづくり」を進めてまいります。 

 以上のような施策により、町民の皆様から住んでいてよかった、今後も住み続けたいと思っていただ

けるまちづくりに努めてまいります。 

 以上、令和２年度に臨む所信の一端を申し述べるとともに、予算案の概要についてご説明いたしまし

た。慎重審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長【石﨑幸寛君】 お諮りいたします。議案第１８号から議案第２４号までの７議案については、

特別委員会を設置し、これに付託して審査することとしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 異議なしと認めます。したがって、議案第１８号から議案第２４号までの７議

案については、特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

 次に、委員会の名称については、上三川町議会運営に関する要綱第９８条の規定により「令和２年度

予算特別委員会」に、また、委員会の定数は、上三川町議会委員会条例第５条第２項の規定により議会

の議決で定めることとなっておりますので、議員全員の１４人としたいと思います。ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 異議なしと認めます。したがって、特別委員会の名称は「令和２年度予算特別

委員会」に、また、委員会の定数は、議員全員の１４人と決定いたしました。 

 次に、令和２年度予算特別委員会の委員長及び副委員長の互選をお願いいたします。正副委員長の選

任につきましては、上三川町議会委員会条例第８条第２項の規定により、委員会において互選すること
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となっております。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 ここで、正副委員長の互選をするため、暫時休憩いたします。休憩中に互選い

ただき、休憩後、その結果について、年長議員の７番、髙橋正昭君より報告をお願いいたします。 

 暫時休憩いたします。 

午後１時４６分 休憩 

 

午後１時５１分 再開 

○議長【石﨑幸寛君】 休憩前に復して、会議を再開いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 休憩中に互選いただきました、令和２年度予算特別委員会の正副委員長につい

て、報告を求めます。１３番、髙橋正昭君。 

○１３番【髙橋正昭君】 ただいま別室において正副委員長の選任を行いました。 

 委員長に津野田重一議員、副委員長に田村 稔議員、以上であります。 

○議長【石﨑幸寛君】 ただいま報告のとおり、令和２年度予算特別委員会の正副委員長については決

定いたしました。 

 お諮りいたします。本日、町長から議案第２５号「町長の専決処分事項の承認を求めることについて

（令和元年農地農業用施設災害復旧に関する専決処分）」が提出されました。これを日程に追加し、追

加日程第１として議題にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 異議なしと認めます。したがって、議案第２５号を日程に追加し、追加日程

第１として議題にすることに決定しました。 

 追加日程を配付いたします。 

（資料配布） 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 追加日程第１、議案第２５号「町長の専決処分事項の承認を求めることについ

て（令和元年農地農業用施設災害復旧に関する専決処分）」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第２５号「町長の専決処分事項の承認を求める

ことについて（令和元年農地農業用施設災害復旧に関する専決処分）」について、ご説明いたします。 

 農地農業用施設の災害復旧につきましては、土地改良法第９６条の４第１項において準用する第８７

条の５の規定に基づき、災害復旧の応急工事計画を策定し、議会の議決を求めることとされております

が、令和元年台風第１９号による被害から、農地、農業用施設の機能回復を図るため、早急に災害復旧

に着手する必要があったことから、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分したため、承

認を求めるものでございます。 



 

38 

 以上で説明を終わります。ご承認くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑に入ります。９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 今、上程になったんですが、農地の用水の工事のことがここに載ってるんです

が、同じ用地の用水の修理が何度も同じように修理されて、これで３回目になるんですが、もうちょっ

としっかりしたものを作ってほしいという要望があるようなんですが、その辺のところはどうなってる

かお教え願えますか。 

○議長【石﨑幸寛君】 執行部の答弁を求めます。農政課長。 

○農政課長【小池光男君】 この専決処分に関しましては、令和元年台風１９号の災害を受けた農地農

業用施設の、わかりやすく言えば復元というような工事内容でございますので、ご質問いただいた内容

については今後、関係機関と協議しながら、この台風１９号の被害を検証しまして考えてまいりたいと

思います。 

 以上でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 ９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 そうすると、この台風のときも、この前の増水のときも、同じようなところが

同じように氾濫するわけです。これを何とかしていただかないと、幾ら国の予算であってもですね、解

決策にはならないと思うので、よくその周りの関係課で話をしてですね、壊れないものというのはない

かもしれませんが、同じところが同じようにならないような工夫は、創意工夫というんじゃないかと思

うんですね。それぐらいは能力があるんじゃないかと、行政にも、思うので、同じところが同じように

ならないようにだけしてやってほしいなというのが要望なので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長【石﨑幸寛君】 他にございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決いたします。 

 議案第２５号「町長の専決処分事項の承認を求めることについて（令和元年農地農業用施設災害復旧

に関する専決処分）」を承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第２５号は、承認することに決定いたしまし

た。 

 お諮りいたします。会議規則４６条第１項の規定により、常任委員会に付託しました議案第３号から

議案第１０号までにつきましては３月１０日までに、令和２年度予算特別委員会に付託しました議案

第１８号から議案第２４号までにつきましては３月１８日までに審査を終了するよう、それぞれ期限を

つけることにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 



 

39 

○議長【石﨑幸寛君】 異議なしと認めます。したがって、議案第３号から議案第１０号までについて

は３月１０日までに、議案第１８号から議案第２４号までについては３月１８日までに審査を終了する

よう期限をつけることに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 本日はこれで散会といたします。 

 なお、明日は午前１０時から一般質問を行います。大変お疲れさまでした。 

午後２時００分 散会 


